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一
章

響
流
山
勝
福
寺
法
宝
物
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本
尊

阿
弥
陀
如
来
立
像

平
成
五
年
に
解
体
修
理
し
た
お
り
、
胎
内
墨
書
が
見
つ
か
っ
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
の
建
治
元(

一
二
七
五)

年
に
釈
迦

仏
と
し
て
造
ら
れ
、
南
北
朝
時
代
の
貞
治
五(

一
三
六
六)

年
に

改
修
さ
れ
て
い
る
。

御
本
尊
の
総
丈
七
十
㌢

台
座
の
下
か
ら
光
背
の
一
番
上
ま
で
一
㍍
四
十
四
㌢
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裏
書
き
に
は
願
主
と
し
て
、
勝
福
寺

初
代
了
山
の
名
前
が
見
え
る
。

和
朝
親
鸞
聖
人
御
真
影

阿
弥
陀
如
来
立
像

旧

勝
福
寺
本
尊

鎌
倉
初
期
の
作
と

想
わ
れ
る
。
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上
宮
（
聖
徳
）
太
子
尊
形

三
朝

七
高
僧

十
字
名
号

(

第
二
十
二
代
現
如
上
人
筆)

御
許
山
騒
動
で
焼
け

た
別
院
の
再
建
に
功

績
の
あ
っ
た
第
十
二

代
住
職
圓
備
に
対
し

て
第
二
十
二
代
現
如

上
人
か
ら
付
与
さ
れ

た
十
字
名
号
と
感
謝

状
。

蓮
如
上
人
御
真
影

蓮
如
上
人
ご
真
影
の
裏
書
き
に
は
、

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
十
月
の
日

付
と
、
願
主
と
し
て
勝
福
寺
第
十
代

住
職
大
愼
の
名
と
寄
進
人
で
あ
る
第

十
一
代
住
職
弘
愍
の
名
前
が
見
え
る
。
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※
絵
は
下
か
ら
上
に
見
て
い
き
ま
す
。

親
鸞
聖
人
御
絵
伝

箱
書
き
に
は
嘉
永
六(

一
八
五
三)

年

の
年
号
と
書
状
に
は
願
主
で
あ
る
第

十
一
代
住
職
弘
愍
の
名
が
見
え
る
。

三
の
巻

四
の
巻

一
の
巻

二
の
巻

第5図 蓮位夢想

第4図 六角告命

第3図 吉水入室

第2図 (左)青蓮客殿(右)得度剃髪

第1図 青蓮門前

第9図 (左)定禅夢想(右)入西鑑察

第8図 信心諍論

第7図 (左)信行分判(右)両座進言

第6図 (左)真影銘文(右)選択付属

第15図 (左)弁円済度(右)板敷摂化
第14図 (左)稲田興法(右)越後巡錫

第13図 親鸞配流

第12図 法然配流

第11図 九卿僉議

第10図 念仏停止

第20図 本廟創立

第19図 葬送荼毘

第18図 (左)入滅葬送(中)洛陽遷化(右)病床説法

第17図 熊野参詣

第16図 (左)洛陽訪問(右)箱根示現
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信
国

淳

先
生

「
六
字
名
号
」

藤原 正遠 先生

信國 淳 先生
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信國 淳 先生

林 暁宇 先生 中本 昌年 先生

松本 梶丸 先生 出雲路 暢良 先生宗 正元 先生

信國 淳先生

児玉 暁洋 先生

藤原 正遠先生 榊原 徳草 先生 安田理深 先生

清澤 満之先生
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高雲 昌美 先生 福島 和人 先生

酒井 正知 先生

溪内 弘惠先生

渡辺 愛子 先生 酒井 正夫 先生

加来 雄之先生

張 偉 先生 土井 紀明先生

長川 一雄 先生

伊藤 元 先生延塚 知道 先生
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百々海 真 先生荒木 半次 先生 牧野 桂一 先生

田畑 正久 先生兪 渶子 先生 村田 和樹 先生

川島 弘之先生

大江 憲成 先生日野詢城 先生

高岡 願生 先生

横川 香正 先生

野呂 昶 先生
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酒井 笑子先生谷口 美恵子 先生 五十嵐 務 先生

藤
原
利
枝
先
生

林
暁
宇
先
生

河
村
と
し
子
先
生

加
藤
祐
晃
先
生

榊
原
徳
草
先
生

松田 敏美 先生谷 栄子 先生東 守蔵 先生


